


 
 

３． 2027 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績値との差異の理由 

売上高につきましては、国内事業において採算性を重視した印刷用紙の輸出抑制やパルプの輸出市況

下落が影響したほか、海外事業においても情報用紙の販売数量が想定を下回ったことから、業績予想を

下回りました。 

営業利益・経常利益につきましては、原燃料の受払差や継続して取り組んでいる固定費削減・生産効

率化等のコストダウン施策等により、業績予想を上回ることとなりました。 

親会社株主に帰属する中間純利益につきましては、遊休資産に係る減損損失や八戸工場における地震

による損失を計上しましたが、経常利益が想定を上回ったことにより、業績予想を上回ることとなりま

した。 

 

４． 2027 年３月期通期業績予想の修正 

売上高につきましては、下期における製品価格改定の効果は見込まれるものの、上期における販売数

量減やパルプの輸出市況下落等の影響を補うには至らず、前回公表予想を下方修正いたします。 

営業利益・経常利益につきましては、上期実績は予想を上回って推移したものの、下期においては原

燃料価格高騰の影響が本格化する見通しであることから、前回公表予想を据え置いております。 

親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、当期中の返還実現に向けて検討を進めている退職

給付信託資産の一部返還に伴う影響等を織り込み、前回公表予想を上方修正いたします。 

なお、退職給付信託資産の一部返還につきましては、現在、外部専門家等と協議・検討を進めている

段階であり、今回の業績予想には現時点で合理的に算出可能であると判断した最善の見通しに基づいて

おります。今後、具体的な返還時期および影響額を含め、開示すべき事項が生じた場合には速やかに公

表いたします。 

 

※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は 

今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 
以 上 

 


